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第11回
過疎地域等における
ドローン物流ビジネスモデル検討会

無人航空機等を活用したラストワンマイル配送
実証事業

2023.12.26 名古屋鉄道株式会社
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ドローン活用実証実験
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ドローン事業への参入（2018～）

具体的な取り組み

ドローンスクール運営 鉄道施設点検での活用

名鉄グループの取り組み

プロドローンと
資本業務提携
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名古屋鉄道 × 空との関わり
主な事業展開 具体例

・航空業界への出資
・航空機の運用

・空港運営
・空港ハンドリング業務

・中部国際空港アクセス

中日本航空㈱ 航空事業部門全日本空輸㈱ 日ヘリ時代

名古屋空港ビルディング㈱
（現：県営名古屋空港）

北陸名鉄開発㈱
（のと里山空港のハンドリング）

名鉄空港特急「ミュースカイ」
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愛知県幸田町

愛知県幸田町
人 口： 約4.2万人
高齢化率： 21.3％（2020年)
主要産業： 工業、農業（筆柿など）

工業団地が多い一方、山間部では人口減少や高
齢化が進み、通勤･通学や買い物の利便性に課題

名産のブランド柿である「筆柿」をはじめ、町の農業
は担い手不足や販売量の減少といった課題に直面

町内で自動運転の実証実験の実績あり
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実証シナリオ

ドローンと自動運転車の連携により、農産物輸送と買い物支援輸送を実施

農業の担い手不足の軽減や販売量増加、買い物の利便性向上を目指す

※自動運転車は、地域を巡回するコミュニティバスの想定

ドローン･自動運転車連携による
農産物･買い物支援輸送

［事業者等］
名古屋鉄道、愛知県、ﾌﾟﾛﾄﾞﾛｰﾝ
幸田町、大同大学、ｱｲｻﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
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【使用機体】

機体名称 PD6B-Type3

最大積載量 30.0kg

実証内容
【輸送物】

筆柿・梨・日用品など
(3~6kg)

実証エリア
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実証の様子

GCSスクショ
（依頼中）



8

実証の様子
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地域住民･関係者の理解度・受容性 UP

長所を生かし合い、輸送をトータルで無人化できる設計に

青果の自動選別機など、今後は農業の省人化との連携も

ドローン･自動運転車で輸送をトータルで無人化する将来像を描けた
１

２

成果

農家の方、自治体、道の駅の方らの参加で、

次世代モビリティをより身近なものに感じてもらえた



現状 実証 レベル3.5 無人化

輸送手段

輸送人員 △ × △ 〇

コスト △ × △ 〇

導入コスト － ×

CO2排出 △ 〇 〇 〇

農家の負担 × 〇 〇 〇
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実施結果の整理
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技術面

▾飛行距離･時間、搭載重量の向上

▾通信網の整備

▾輸送のスムーズな連接

法規制
▾煩雑で長期に及ぶ飛行申請･関係者調整

⇒レベル3.5やレベル4の活用

運用面
▾運航コストと採算性

▾担い手の発掘・育成

実装に向けての課題

★ 運航の無人化による人件費低減

★ 往復･多頻度輸送による稼働率向上

(★ 初期導入費･運用費の支援制度 ） 他

実装に向けて...
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＜愛知県での取り組み＞



End of File.
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ご清聴ありがとうございました。


